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100度以下の低温熱で発電
余剰排熱を活用、熱発電チューブを開発

パナソニック株式会社（以下、パナソニック）は、NEDOのプロジェクト※1において、低温水の余剰排熱を活用して
発電する熱発電チューブを開発、200時間を超える検証試験で96℃の温水排熱から最大246W※2（換算値
820W/m³）の発電性能を確認しました。この値は、設置面積換算で太陽光発電の約4倍※3に匹敵する発電性能です。
今回の成果により、発電用熱源として活用が困難であった100℃以下の低温の未利用熱による発電が検証され、将来
的には幅広い分野での未利用熱の活用が期待されます。

【注記】

※1　「省エネルギー革新技術開発事業/先導研究/自立型システムのための熱発電デバイスの研究開発」
（平成23年度～平成25年度）

※2　温水96℃、冷却水5℃、温度差91℃のときの発電性能値。
※3　変換効率20％太陽光発電パネル（200W/m²）同面積あたりの発電性能との比較。

京都市東北部クリーンセンターにて実施している発電検証実験の様子
（左）3つの熱発電ユニットで構成された発電装置を組み込んだ実験現場
（右）熱発電ユニット内部の構成とその中に設置した熱発電チューブ

1. 概要
本事業では、従来有効に利用されずに捨てられていた200℃以下の低温の未利用熱※4を活用するために、これまで主
に研究されてきた平板型の素子構造ではなく、より使いやすいチューブ型の発電素子（以下、熱発電チューブ）の研
究開発を進めてきました。
パナソニックが開発した熱発電チューブは、どんな小さな温度差からでも発電が可能な熱電変換素子※5をチューブ状
に加工したもので、お湯や蒸気、排ガスなど、身近な熱から発電ができる新しい技術です。
京都市東北部クリーンセンターにおいて熱発電チューブを組み込んだ発電装置による、温水からの発電検証実験を実
施。センター内の温水配管と冷却水配管の一部を熱発電ユニット3組（1ユニットあたり熱発電チューブ10本）に置
き換え、実際の余剰排熱等を利用して実験を進めた結果、820W/m³という高密度な発電を達成しました。
ごみ処理施設内の温水配管と冷却水配管の一部を本開発の熱発電ユニットに置き換えるだけで、これまで活用される
ことの無かった低温の未利用熱からの発電が可能になりました。施設内の限られたスペースに設置した大きさ0.3m³

の発電装置（熱発電ユニット3台で構成）で、温水温度96℃、冷却水温度5℃の条件下で最大246Wの発電を達成し
ました。体積あたりの発電量（820W/m³）は設計値を10％以上上回りました。また、発電装置は、現在までに200

時間以上の運転で安定した発電を続けています。

熱発電ユニットを用いた発電性能（温度差に対する発電電力）

この熱発電チューブを用いてシンプルでコンパクトな構成の熱発電ユニットを実現することにより、工場の温排水な
どの低温熱源を利便性良く電気に変換することが可能となります。
この熱発電ユニットの開発により、エネルギー・ハーベスティング※6を実現するとともに、低温排熱の有効活用によ
る新たな省エネルギーの推進を目指しています。

2. 今後の予定
引き続き、施設内での発電検証試験を実施し、本委託事業で開発した熱発電ユニットの信頼性のさらなる向上に取り
組みます。さらに、既存の施設への導入を容易にするため、より汎用性の高いシステム開発や、熱発電チューブその
ものの量産化に向けた技術開発など、幅広い分野での未利用熱の活用を推進するための実用的な技術開発を今後も行
って参ります。

3. お問い合わせ先
（本プレスリリースの内容についての問い合わせ先）
NEDO　省エネルギー部　担当：丸内　TEL 044-520-5281

NEDO　広報部　担当：遠藤　TEL： 044-520-5151　E-Mail： nedo_press@ml.nedo.go.jp

パナソニック株式会社　R＆D本部 広報担当　E-mail： crdpress@ml.jp.panasonic.com

【用語解説と注記】
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※4 未利用熱
工場の操業や自動車の走行などに伴う燃料消費から生じるエネルギーの内、熱に変わって有効に使われていないものを指す。　こ
の割合は燃料消費によるエネルギー全体の7割以上に相当し、使われずに捨てられている。未利用熱の大部分は200℃以下で、その
活用は困難だとされてきた。

※5 熱電変換素子
2種類の異なる金属または半導体を接合して、両端に温度差を与えると起電力が生じるゼーベック効果（物体の温度差が電圧に変
換される現象）を利用した発電素子。

※6 エネルギー・ハーベスティング
周りの環境の中に薄く広く存在するエネルギーから電力を取り出すこと。

カテゴリ

キーワード

プレスリリース一覧
プレスリリースを探す

最新ニュース一覧

プレスリリース RSS

プレスリリースの内容は発表時のものです。
商品の販売終了や、組織の変更等により、最新の情報と異なる場合がありますのでご了承ください。

パナソニックの「今」を伝える

経営・財務・人事

ニュース検索

プレスリリース

プレスリリース一覧
プレスリリースを探す
トピックス

トピックス一覧
トピックスを探す
動画ニュース

動画ニュース一覧
Channel Panasonic 

特集

特集一覧
特集を選ぶ

カテゴリ

事業分野
経営・財務・人事 家電（個人向け商品） 住宅関連 企業・法人向けソリューション デバイス 車載関連 産業機器 その他 - 事業分野別

テーマ
事業戦略・方針発表 新製品・サービス 提携・共同発表 技術・研究開発 CSR・環境 展示会・ショウルーム 受注・納入 対外評価・受賞・認定
スポンサーシップ イベント・キャンペーン その他 - テーマ別

ニュース検索

カテゴリ

キーワード

全てのニュース

RSSカテゴリ RSS一覧 Newsroomについて ソーシャルメディアアカウント一覧

印刷 ページの先頭へ Area / Country

Panasonic Newsroom Japan 最新ニュース一覧 Global >

特集

特集

トピックス

トピックス

プレスリリース

プレスリリース

全てのニュース

全てのニュース



© Panasonic Corporation

サイトマップ サイトのご利用にあたって 個人情報保護方針 パナソニック・ホーム


